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が
、
そ
の
よ
う
な
医
学
的
侵
襲
は

ど
こ
ま
で
正
当
化
さ
れ
る
の
か
。

た
と
え
ば
子
宮
摘
出
に
よ
る
強
制

不
妊
に
は
、
や
は
り
優
生
思
想
が

垣
間
見
ら
れ
る
。
二
〇
〇
七
年
に

ア
メ
リ
カ
の
障
が
い
者
人
権
擁
護

団
体
で
あ
る
Ｗ
Ｐ
Ａ
Ｓ
は
、
こ
の

強
制
不
妊
を
行
っ
た
シ
ア
ト
ル
こ

ど
も
病
院
を
法
律
違
反
で
指
弾
し

た
。児

玉
真
美
さ
ん
の
『
ア
シ
ュ

リ
ー
事
件
』（
生
活
書
院
）
は
、

ア
シ
ュ
リ
ー
事
件
の
こ
と
を
耳

に
し
た
の
は
、
い
つ
だ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

二
〇
〇
四
年
、
ア
メ
リ
カ
で
六

歳
に
な
る
重
症
重
複
障
が
い
者
の

女
児
が
、
両
親
の
同
意
の
も
と
三

つ
の
医
療
を
施
さ
れ
た
。
ま
ず
ホ

ル
モ
ン
の
大
量
投
与
に
よ
っ
て
身

長
を
制
限
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
子

宮
摘
出
に
よ
っ
て
生
理
と
生
理
痛

の
除
去
。
そ
し
て
初
期
乳
房
芽
の

摘
出
に
よ
り
乳
房
の
生
育
の
制
限

す
る
こ
と
、以
上
の
三
つ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
障
が
い
を
除
く
た

め
の
治
療
で
は
な
く
、「
ア
シ
ュ

リ
ー
」
の
将
来
を
慮
っ
た
両
親
が

医
師
と
相
談
し
て
実
施
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
な
ぜ
悪
く
も
な
い
子

宮
を
摘
出
し
た
の
か
。
身
長
を
抑

制
し
よ
う
と
し
た
の
は
ど
う
し
て

か
。
乳
房
の
発
育
を
な
ぜ
制
限
し

た
の
か
。
そ
れ
ぞ
れ
意
図
が
あ
っ

て
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば

生
涯
に
わ
た
っ
て
介
護
を
す
る
上

で
長
身
の
人
を
抱
き
か
か
え
る
等

が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
の
が
身

長
抑
制
の
理
由
だ
と
い
う
。
介
護

と
い
う
も
の
が
決
し
て
愛
情
や
理

想
だ
け
で
全
う
で
き
る
も
の
で
は

な
い
以
上
、
現
実
的
と
い
え
ば
現

実
的
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
よ
う

な
医
療
処
置
に
は
や
は
り
違
和
感

が
残
る
。
女
児
の
人
間
と
し
て
の

尊
厳
よ
り
も
そ
の
最
大
の
利
益
が

選
択
さ
れ
た
の
だ
と
主
張
さ
れ
る

が
で
き
る
よ
う
に
、
と
も
に
介
護

を
に
な
う
社
会
の
構
築
で
は
な
い

の
か
と
指
摘
す
る
。

「
自
分
に
も
同
じ
こ
と
［
子
供

の
子
宮
除
去
］
を
や
ら
せ
ろ
と
迫

る
親
た
ち
に
、「
確
か
に
親
が
一

番
分
っ
て
い
る
し
介
護
負
担
を

担
っ
て
い
る
の
も
親
な
の
だ
か

ら
、
そ
の
親
が
こ
れ
ほ
ど
望
む
な

ら
手
術
で
も
成
長
抑
制
で
も
や
ら

せ
て
あ
げ
よ
う
」
と
応
え
て
し
ま

う
こ
と
は
、
表
面
的
に
は
親
の
思

い
を
理
解
し
そ
の
願
い
を
受
け
入

れ
る
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
は
こ
れ
ま
で
通

り
に
親
だ
け
が
背
負
う
介
護
を
よ

し
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
彼
ら
の

Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
逆
に
耳
を
ふ
さ
ぐ
こ
と

に
な
り
は
し
な
い
か
。
そ
れ
は
結

局
、
さ
ら
に
子
供
を
深
く
抱
え
込

む
し
か
な
い
と
こ
ろ
へ
と
親
を
追

い
つ
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
ん
な

ふ
う
に
抱
え
込
ん
だ
挙
句
に
親
が

子
を
連
れ
て
死
ぬ
以
外
に
選
択
肢

が
な
い
、
狭
く
希
望
の
な
い
暗
闇

へ
と
、
親
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
て

い
く
こ
と
で
は
な
い
の
だ
ろ
う

か
。」（
二
五
〇
頁
）

わ
た
し
た
ち
の
社
会
の
有
り
様

が
問
わ
れ
て
い
る
。
子
育
て
や
介

護
、
看
護
の
現
実
を
考
え
る
と
で

き
る
だ
け
多
く
の
人
が
関
わ
っ
た

方
が
負
担
が
減
っ
て
担
い
や
す

い
。
生
命
倫
理
の
問
題
は
、
ひ
と

つ
に
は
、
わ
た
し
た
ち
の
社
会
や

家
族
の
有
り
様
の
問
題
で
も
あ
ろ

う
。
わ
た
し
た
ち
の
社
会
で
は
、

な
ぜ
今
こ
の
こ
と
（
介
護
で
も
尊

厳
死
で
も
脳
死
で
も
何
で
も
よ

い
）
が
問
題
と
な
る
の
か
、
と
い

う
問
い
で
あ
る
。
こ
の
点
を
考
慮

し
な
い
で
目
先
の
問
題
解
決
だ
け

を
追
う
な
ら
、
発
達
し
た
医
療
技

術
に
よ
る
ね
じ
れ
現
象
が
容
易
に

生
じ
て
し
ま
う
。
ア
シ
ュ
リ
ー
事

件
は
そ
の
よ
う
な
ね
じ
れ
を
表
わ

し
た
典
型
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
関
西
学
院
大
学
神
学
部
教
授
）

ご
自
身
同
様
の
お
子
さ
ん
を
育
て

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
い
ま
っ

て
、
当
事
者
の
視
点
を
共
有
し
な

が
ら
こ
の
事
件
の
顛
末
を
扱
っ
て

い
る
。
事
の
顛
末
や
こ
の
出
来
事

が
生
み
出
し
た
影
響
を
丁
寧
に
拾

い
な
が
ら
、
よ
く
整
理
さ
れ
た
内

容
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
筆

致
は
決
し
て
原
理
原
則
論
に
も
と

づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

同
じ
子
育
て
を
経
験
す
る
親
と
し

て
の
こ
だ
わ
り
と
感
性
に
も
と
づ

く
。
子
育
て
と
成
長
し
た
後
の
介

護
の
現
実
の
差
異
な
ど
を
射
程
に

お
い
て
、
日
本
の
障
害
者
運
動
が

獲
得
し
た
ひ
と
つ
の
知
恵
の
言
葉

の
「
親
が
一
番
の
敵
」
を
顧
み
つ

つ
、
そ
こ
で
本
当
に
必
要
な
こ
と

は
何
か
が
問
わ
れ
る
。
そ
れ
は
生

涯
の
介
護
が
可
能
と
な
る
よ
う
に

医
学
的
侵
襲
を
施
す
こ
と
で
は
な

く
、
親
が
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
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２０１３年４月より公益財団法人として活動を開始し
た当財団の２０１３年度の事業活動は、以下の通りであ
る。
１．事業の推進
1) 公益目的事業
（１）東・西活動センター
①フォーラム事業及び研修・セミナー・体験交流
事業を継続し、発展させた。
②アカデミー運動の理念に従って今日的な社会の
課題に対する認識を深め、それにふさわしい新
規プログラムの開発に取り組んだ。
③東・西活動センター合同プログラムとして、前
年度から継続して神学生交流プログラムを実施
した。

（２）関西セミナーハウス
①当財団の事業展開の拠点として、関西セミナー
ハウス活動センターの公益目的事業に施設を提
供した。また、当財団の目的達成に資する諸団
体が行う公益目的事業を支援するため、宿泊施
設、会場を諸団体、教育機関・学会・研究会活
動等の広い利用に供した。
②東・西活動センターでの公益活動への財政的貢
献を行った。

（３）広報活動
①機関紙「はなしあい」を通して、諸活動（フォー

ラム事業、研修・セミナー・体験交流事業等）
及び年度事業計画、事業報告等を広く広報した。
②東・西活動センター及び関西セミナーハウスの
活動状況については、ホームページ等によって
継続的に情報を発信した。
③関西セミナーハウス活動センター主催の「エネ
ルギー問題を考える」プログラムに関する報告
書を出版した。

2) 収益事業
（１）関西セミナーハウス

公益目的利用外の一般利用者、企業等への宿泊
研修施設の貸出を行い、その収益の一部を公益活
動に資した。

（２）日本キリスト教会館
当財団所有の事務所スペースの一部を貸与し、
その収益を公益活動に資した。

２．事業運営推進
公益事業の推進に当たっては、継続的事業、新規プ
ログラムを問わず、予算計画を持ち、必要財源を確保
しつつ、安定的継続可能な運営を行った。

３．賛助会員、寄附金
公益法人への寄付により受けられる税制優遇措置を
活用し、アカデミー運動を支援する賛助会員数および
寄附金額を増加させた。なお、新たに終身会員制度を
設けた。

正 味 財 産 増 減 計 算 書
2013 年 4月 1日から 2014 年 3月31日まで

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー （単位：円）　

科　　　目 当年度 前年度 増　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　（１）経常収益
　　　　基 本 財 産 運 用 益 3,000 3,609 △ 609
　　　　特 定 資 産 運 用 益 594,311 595,828 △ 1,517
　　　　受 取 会 費 2,377,000 1,718,000 659,000
　　　　参 加 者 受 取 会 費 3,585,912 3,923,605 △ 337,693
　　　　事 業 収 益 111,379,912 117,331,628 △ 5,951,716
　　　　受 取 寄 付 金 4,744,892 2,470,461 2,274,431
　　　　雑 収 益 473,791 249,250 224,541
　　　　経常収益計 123,158,818 126,292,381 △ 3,133,563
　　（２）経常費用
　　　　事 業 費 141,069,807 137,819,131 3,250,676
　　　　管 理 費 6,374,422 14,394,257 △ 8,019,835
　　　　経常費用計 147,444,229 152,213,388 △ 4,769,159
　　　　　当期経常増減額 △ 24,285,411 △ 25,921,007 1,635,596
　２．経常外増減の部
　　（１）経常外収益
　　　　経常外収益計 0 0 0
　　（２）経常外費用
　　　　固 定 資 産 除 却 損 0 2 △ 2
　　　　経常外費用計 0 2 △ 2
　　　　　当期経常外増減額 0 △ 2 2
　　　　　当期一般正味財産増減額 △ 24,285,411 △ 25,921,009 1,635,598
　　　　　一般正味財産期首残高 462,094,271 488,015,280 △ 25,921,009
　　　　　一般正味財産期末残高 437,808,860 462,094,271 △ 24,285,411
Ⅱ　正味財産期末残高 437,808,860 462,094,271 △ 24,285,411

公益財団法人 日本クリスチャン・アカデミー
２０１3年度事業報告（総括）
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関
東
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
「
聖

書
講
座
」
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
柱
と

し
て
、
昨
年
よ
り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス

と
入
門
ク
ラ
ス
の
二
本
立
て
に
し

て
形
成
を
始
め
て
い
ま
す
。

今
年
四
月
に
開
講
し
た
の
は
シ

ニ
ア
ク
ラ
ス
。
講
師
に
は
三
年
連

続
で
山
口
里
子
さ
ん
を
お
迎
え

し
、
来
年
二
月
ま
で
一
〇
回
の
講

座
を
予
定
し
て
い
ま
す
（
入
門
ク

ラ
ス
は
、
秋
よ
り
、「
マ
ル
コ
に

よ
る
福
音
書
を
読
む
」［
仮
］
と

し
て
五
回
開
講
予
定
）。

今
回
の
講
座
は
「〈
新
し
い
聖

書
の
学
び
〉
イ
エ
ス
の
世
界
の
女

性
た
ち
」。
紀
元
一
世
紀
は
ど
の

よ
う
な
世
界
で
あ
っ
た
の
か
、
最

新
の
考
古
学
・
人
類
学
な
ど
の
情

報
を
活
用
す
る
新
し
い
聖
書
学
の

成
果
を
用
い
て
、
貧
し
い
庶
民
た

ち
の
視
点
に
立
っ
て
、
そ
の
中
で

も
女
性
た
ち
に「
歴
史
的
想
像
力
」

を
広
げ
て
学
ぶ
こ
と
を
課
題
と
し

て
い
ま
す
。『
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

―
イ
エ
ス
の
世
界
の
女
性
た
ち
』

（
新
教
出
版
社
）
を
テ
キ
ス
ト
に
、

講
師
と
共
に
詳
し
く
学
ん
で
い
ま

す
。四

月
、
五
月
と
二
回
開
講
し
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
に
も
幅
広
い
年

齢
層
の
参
加
者
が
二
五
名
程
度
与

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
回
特
徴
的

る
た
め
、
ま
す
ま
す
施
設
や
介
護

の
人
手
が
不
足
す
る
。
高
齢
者
事

業
を
新
た
な
市
場
と
と
ら
え
て
参

入
す
る
企
業
も
あ
る
が
、
基
本
的

人
権
に
配
慮
し
た
福
祉
の
理
念
が

忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
外
国

か
ら
の
担
い
手
の
誘
致
も
、
需
要

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
。

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
在
宅
の

介
護
を
地
域
で
支
え
ら
れ
る
よ
う

に
、中
学
校
区
ぐ
ら
い
の
単
位
で
、

医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
が
切
れ

目
な
く
一
体
化
し
て
、
持
続
可
能

な
形
で
行
え
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
紹
介
さ
れ
た
。

一
方
少
子
化
対
策
に
は
、
増
税

し
て
も
な
お
十
分
な
予
算
が
つ
か

な
い
。
女
性
の
労
働
を
促
進
す
る

子
育
て
支
援
の
政
策
も
十
分
で
は

な
い
。
講
師
は
、
少
子
化
と
高
齢

化
の
問
題
は
一
体
に
捉
え
る
べ
き

で
あ
る
と
述
べ
た
。

講
演
の
後
、
参
加
者
全
員
か
ら

ひ
と
言
ず
つ
発
言
を
求
め
、
質
疑

応
答
の
形
で
話
し
合
い
が
進
め
ら

れ
た
。
実
際
に
ぶ
つ
か
っ
て
い
る

問
題
や
課
題
と
成
果
な
ど
が
分
か

ち
あ
わ
れ
、
一
人
で
抱
え
込
む
の

で
は
な
く
、
話
し
合
え
る
場
や
時

が
必
要
で
あ
る
。

中
島
先
生
を
お
迎
え
し
て
二
度

目
の
出
張
開
催
で
あ
り
、
教
会
や

地
域
に
お
い
て
、
持
続
的
に
取
り

組
み
が
で
き
る
よ
う
な
場
を
つ

く
っ
て
行
く
必
要
を
確
認
し
た
。

日
本
で
は
高
齢
化
と
共
に
認
知

症
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
ま
た

高
齢
者
が
都
市
部
に
集
中
し
て
い

く
傾
向
が
あ
り
、
十
年
後
に
は
、

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
な

な
の
は
、
改
め
て
聖
書
を
学
び
直

す
機
会
を
得
た
い
と
、
首
都
圏
、

及
び
近
郊
の
教
会
で
奉
仕
し
て
い

る
若
手
の
牧
師
や
伝
道
師
た
ち
が

参
加
し
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う

か
。熱

心
な
受
講
者
た
ち
と
想
い
を

一
つ
に
し
て
学
び
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

関
東
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●「
あ
た
ら
し
い
聖
書
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◆関東活動センター
■新しい聖書の学び　
「イエスの世界の女性たち」（全10回）
講　師：	山口里子さん（日本フェミ

ニスト神学・宣教センター
共同ディレクター）

日　時：	4 月～ 2015 年 2月
		  第 2 火曜 18:30 ～ 20:00
会　場：	早稲田奉仕園スコットホー

ル 2階 222 号室
参加費：	1,200 円／学生 500 円
共　催：	早稲田奉仕園
■今日的課題プログラムⅠ
「『自死』に遭遇した人への慰めとは」
講　師：	賀来周一さん（キリスト教

カウンセリングセンター相
談室長）

日　時：	③6月9日、④7月14日、⑤8月
		  4日　月曜 14:00～16:00
会　場：	日本聖書神学校
定　員：	10 名（先着順）
参加費：	1 回 2,000 円
協　賛：	日本聖書神学校キリスト教

研究所
■関東フォーラム宗教対話Ⅰ
「古典で読む 20世紀」第 2回
「K. マルクス　『賃労働と資本』」
講　師：	武田利邦さん（農村伝道神

学校講師）
日　時：	7月25日（金）18:30～20:30
会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	500 円
■関東フォーラム宗教対話Ⅱ
「大人に響く絵本」第 1回

「木～ tree」
講　師：	増田　琴さん（巣鴨ときわ

教会牧師）
日　時：	6月27日（金）15:00～17:00
会　場：	早稲田教会ロビー
参加費：	500 円
◆関西セミナーハウス　修学院きらら山荘
■能を楽しむ夕べ in修学院きらら山荘
第18回　能『班女』
日　時：	７月 11日（金）17:30 ～
解説・出演：林宗一郎さん（観世流能

　楽師）
定　員：	 50名
能観賞料金：1,800円／大学生1,200

円（ご宿泊者 1,000 円）
■林宗一郎を囲んでの懇親会
日　時：	上記能楽鑑賞後
会　場：	関西セミナーハウス 茶室清心庵
費　用：	1,500円（ご宿泊者1,300円）
■月釜　清心会
日　時：	7月13日（日）9:00～15:00受付
		  （1、8月を除く年 10回）
於：関西セミナーハウス
年会費：5,000円、臨時会費1,000円

◆関西セミナーハウス活動センター
　いずれも会場、関西セミナーハウス
■お茶のこころと宗教のこころ
第 1回「お茶のこころと信仰～歴
史から見えてくる光と陰」
講　師：	杉野　榮さん（日本バプテ

スト連盟京都洛西教会協力
牧師）

日　時：	7月7日（土）13:30～17:00
参加費：	2,000 円（抹茶、菓子込）
■開発教育セミナー
2014年度第２回「縮小社会～これか
らの私たちのくらしをデザインする」
講　師：	松久　寛さん（縮小社会研究

会代表、京都大学名誉教授）
日　時：	7 月 12 日（ 土 ）16:00 ～

13日（日）12:00
参加費：	10,500 円（1泊 2食込）
■ 2014 年度修学院フォーラム「いのち」
第 1回「“ コントロール幻想 ”と新・
優生思想の時代」
講　師：	児玉　真美さん（著作家）
日　時：	7月19日（土）13:30～17:30
参加費：	2,000 円／学生 500 円

プログラム案内

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　小久保　正

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 6 Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com

関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256

関西セミナーハウス
TEL 075-711-2115

E-mail:info@academy-kansai.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

財団本部	 http://www.academy-nippon.com
関東活動センター	http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
	 http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
	 http://www.academy-kansai.org

2014 年 4 月 1 日～ 2014 年 4 月 30 日
� （順不同・敬称略 )

◆財団本部
寄付金
武藤　髙司� 10,000
日本基督教団早稲田教会	 25,000

◆関東活動センター
賛助会費
吉田　　博	 5,000 
犬飼　護郎	 5,000 
山田　利三郎	 5,000 
中冨　頴隆	 5,000 
吉田　　豊	 5,000 
徳久　俊彦	 5,000 
手島　毅郎	 5,000

寄付金
小沢　英輔� 10,000 
日下　まり子	 5,000 
香月　　茂	 2,000 
日野原　重明� 1,000 
松原　悦子	 2,000 

神学生交流プログラム募金
小沢　英輔	 10,000 
吉田　　博	 5,000 
吉崎　聆子	 5,000 
斎藤　　宏	 3,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
黒岩　裕二	 5,000 
小久保　正	 10,000 
島田　　恒	 20,000 
長谷川　義紘	 5,000 
手銭　秀夫	 5,000 
牛尾　宣夫	 10,000 
武藤　髙司	 10,000 

森口　克洋	 10,000 
高谷　泰市	 3,000

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
久保田　暁一	 5,000
田中　潤治	 5,000
真鍋　裕子	 10,000
木原　諄二	 5,000
黒田　睦子	 3,000
林　　　律	 10,000
吉中　直子	 5,000
立石　昭三	 3,000
中山　晴美	 5,000
保田　　茂	 3,000
葛原　茂樹	 5,000
斉藤　洋子	 5,000
北風　照子	 5,000
淺田　凉子	 10,000
塚本　誠一	 5,000
岡安　茂祐	 5,000
根岸　宏邦	 10,000
福間　誠之	 5,000
浅川　具美	 10,000
篠原　文浩	 5,000
保田　茂登	 5,000
東　　千代	 3,000
橘　　俟子	 60,000

寄付金
岡安　茂祐	 5,000
長谷川　義紘	 5,000
中島　健二	 10,000
金山　顕子	 940
松尾　光雄	 500

�以上、感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告


